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給食食材の放射能測定に関する要望書給食食材の放射能測定に関する要望書給食食材の放射能測定に関する要望書給食食材の放射能測定に関する要望書    

 

2011 年 3 月 11 日に東日本大震災、および福島第一原発の事故が発生し、大量の放射性物質が

空気中に放出され、朝霞市を含む首都圏の広範囲に放射性物質が飛散されました。その結果、

私たちの生活は一変し、今まで経験した事のない不安と恐怖にさいなまれる日々を送る事とな

りました。その中で朝霞市におかれましては、空間放射線量の測定、ガイガーカウンターの貸

出等様々な対応をしていただいている事にまずは感謝申し上げます。また、昨年 4 月からは独

自に給食の検査を実施して頂いており、成長期の子どもをもつ保護者としてはそのご対応に合

わせて感謝申し上げます。 

 

しかしながら、いまだ原発事故が収束していない現実、また、放射性物質はこれからも長期に

わたって存在し続けるという事実に直面すると、私たちは今以上に出来うる限りの方法で子ど

もたちを守っていかなくてはいけないと日々思い悩んでいます。成長期の子どもたちは大人よ

りも放射線の影響を受けやすいと言われています。子どもたちにはこれからも長い人生が待っ

ています。放射線の影響は数年後、数十年後に及ぶと言われています。今の子どもたちがこれ

からの日本、および朝霞市の将来を支えていく事を思うと、放射線の影響から子どもたちの健

康を守る事が私たち保護者はもちろんのこと、朝霞市のすべての大人の責務ではないかと考え

ています。 

 

つきましては、朝霞市へは今後とも協力をお願い申し上げたく、給食食材に関して以下の通り

要望をさせて頂きます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



【【【【要望：要望：要望：要望：朝霞市の給食はゼロベクレルを目指してください朝霞市の給食はゼロベクレルを目指してください朝霞市の給食はゼロベクレルを目指してください朝霞市の給食はゼロベクレルを目指してください】】】】    

 

①①①① 基準値（基準値（基準値（基準値（100100100100 ベクレル／ベクレル／ベクレル／ベクレル／kgkgkgkg）の見直しをお願いします。）の見直しをお願いします。）の見直しをお願いします。）の見直しをお願いします。    

現在厚生労働省が定める基準値では決して安心ができません（※資料 1）（※資料 2）。給食に

よる内部被ばくが 0（ゼロ）になる事を目指し、そのために最善の努力をして下さい。 

 

②②②② 高い数値が予測される食材（高い数値が予測される食材（高い数値が予測される食材（高い数値が予測される食材（キノコ類、タケノコ、キノコ類、タケノコ、キノコ類、タケノコ、キノコ類、タケノコ、さつまいも、れんこん、栗、かんきつさつまいも、れんこん、栗、かんきつさつまいも、れんこん、栗、かんきつさつまいも、れんこん、栗、かんきつ

類、水産物、山菜等）は単品での事前検査をお願いします。その際、類、水産物、山菜等）は単品での事前検査をお願いします。その際、類、水産物、山菜等）は単品での事前検査をお願いします。その際、類、水産物、山菜等）は単品での事前検査をお願いします。その際、放射性物質が放射性物質が放射性物質が放射性物質が検出さ検出さ検出さ検出さ

れた食材についてはれた食材についてはれた食材についてはれた食材については基準値以下であっても基準値以下であっても基準値以下であっても基準値以下であっても使用を控え使用を控え使用を控え使用を控えるようお願いしまするようお願いしまするようお願いしまするようお願いします。。。。（※資料（※資料（※資料（※資料 3333））））    

 

③③③③ 牛乳は単独での数値牛乳は単独での数値牛乳は単独での数値牛乳は単独での数値のののの測定測定測定測定をお願いします。をお願いします。をお願いします。をお願いします。また、その際の検出限界値はまた、その際の検出限界値はまた、その際の検出限界値はまた、その際の検出限界値は 1111 ベクレル／ベクレル／ベクレル／ベクレル／kgkgkgkg

でお願いします。でお願いします。でお願いします。でお願いします。    

    

④④④④ 調理調理調理調理に使用する水に使用する水に使用する水に使用する水にはにはにはには RORORORO 逆浸透膜でろ過したものの逆浸透膜でろ過したものの逆浸透膜でろ過したものの逆浸透膜でろ過したものの使用使用使用使用をお願いしますをお願いしますをお願いしますをお願いします。。。。 

 

⑤⑤⑤⑤ 使用するダシの原材料使用するダシの原材料使用するダシの原材料使用するダシの原材料（干しシイタケ、鰹節、昆布（干しシイタケ、鰹節、昆布（干しシイタケ、鰹節、昆布（干しシイタケ、鰹節、昆布、にぼし、豚、鶏、にぼし、豚、鶏、にぼし、豚、鶏、にぼし、豚、鶏））））の測定をの測定をの測定をの測定をお願いしお願いしお願いしお願いし

ますますますます。。。。    

 

⑥⑥⑥⑥ 食材の産地については、県名だけでなく地域名も表示して下さるようお願いします。食材の産地については、県名だけでなく地域名も表示して下さるようお願いします。食材の産地については、県名だけでなく地域名も表示して下さるようお願いします。食材の産地については、県名だけでなく地域名も表示して下さるようお願いします。    

 

⑦⑦⑦⑦ 実数値の公表およびその実数値の公表およびその実数値の公表およびその実数値の公表およびその公表方法について明示して下さい。公表方法について明示して下さい。公表方法について明示して下さい。公表方法について明示して下さい。    

    

⑧⑧⑧⑧ 葉物根菜類等に使用した肥料の測定をお願いします。葉物根菜類等に使用した肥料の測定をお願いします。葉物根菜類等に使用した肥料の測定をお願いします。葉物根菜類等に使用した肥料の測定をお願いします。    

    

⑨⑨⑨⑨ 市内の保育園・小学校・中学校において、弁当持参にしたいと考える家庭が個人的に給食市内の保育園・小学校・中学校において、弁当持参にしたいと考える家庭が個人的に給食市内の保育園・小学校・中学校において、弁当持参にしたいと考える家庭が個人的に給食市内の保育園・小学校・中学校において、弁当持参にしたいと考える家庭が個人的に給食

を拒否する形になることがないよう、給食か弁当持参の選択が出来るようにを拒否する形になることがないよう、給食か弁当持参の選択が出来るようにを拒否する形になることがないよう、給食か弁当持参の選択が出来るようにを拒否する形になることがないよう、給食か弁当持参の選択が出来るように周知徹底をお周知徹底をお周知徹底をお周知徹底をお

願いします願いします願いします願いします。。。。    

 

⑩⑩⑩⑩ ⑨同様、水筒に関しても年間を通じて⑨同様、水筒に関しても年間を通じて⑨同様、水筒に関しても年間を通じて⑨同様、水筒に関しても年間を通じて各家庭において各家庭において各家庭において各家庭において持参の選択が出来るようにお願い持参の選択が出来るようにお願い持参の選択が出来るようにお願い持参の選択が出来るようにお願い

します。します。します。します。    

 

 

 

 



※資料※資料※資料※資料 1111：『世界もおどろく日本の基準値：『世界もおどろく日本の基準値：『世界もおどろく日本の基準値：『世界もおどろく日本の基準値    2000 2000 2000 2000 ベクレル』ベクレル』ベクレル』ベクレル』（添付資料参照）（添付資料参照）（添付資料参照）（添付資料参照）    

http://kingo999.web.fc2.com/kizyun.html 

    

    

※資料※資料※資料※資料 2222：「内部被ばくを考える市民研究会」（：「内部被ばくを考える市民研究会」（：「内部被ばくを考える市民研究会」（：「内部被ばくを考える市民研究会」（2012/4/192012/4/192012/4/192012/4/19 記事）記事）記事）記事）よりよりよりより    

http://radiationexposure.blog.fc2.com/category1-1.html    

 

2012 年 4 月 1 日から、放射性セシウムについての一般食品の基準値が 100 ベクレル／㎏になりました。

これまでの暫定規制値の 500 ベクレル／からすれば、5 分の 1 です。これをテレビ、マスコミでは「厳格

基準」などと言っていますが、これほど高い放射能レベルのものを日常的に食べては非常に危険です。 

 

 まず、3・11 の原発震災以前の規制値は輸入食品についてだけで、セシウム 134 よびセシウム 137 の濃

度が 370 ベクレル／ｋｇ以下でした。この規制値はチェルノブイリ事故後のヨーロッパや旧ソ連諸国から

輸入される食品を対象に 1986 年 11 月に決められたものでした。 

 

 しかし、輸入食品だけを食べるひとはいません。この数値であっても、国民の健康を守れると当時の政

府は思ったのでしょう。現在、私たちの置かれている環境はすべて国産のものすべてに放射性物質が入っ

ているかもしれない状況です。特に、福島、宮城、岩手、山形、秋田、茨城、栃木、群馬、千葉、埼玉、

東京、神奈川、山梨、静岡ではそうです。山梨の一部、新潟の一部でもそうでしょう。この表現が大げさ

ではない理由は、日本原子力研究開発機構は作成した、セシウム沈着予想（3 月 12 日～5 月 1 日まで）が

示しています。 

 

この東北および関東地方、中部地方と東海地方の一部に生きる方は、いやおうなしに、食品中の放射性物

質による健康被害の影響に直面すると思います、それはあと 5 年か 6 年後かもしれません。3・11 から 1

年が経ちました。広島で、奇形児の出産が目立ち始めたのが原爆投下後、6 年後・7 年後・8 年後だと言い

ます。白血病の 1 回目のピークが 7 年後、8 年後、9 年後だと言います。つまり、東京第一原発の放出し

た放射能による、奇形児出産のピークが 2017 年、2018 年、2019 年かもしれないということ。白血病の

ピークが 2018 年、2019 年、2020 年かもしれないということです。「これくらいの放射能は安全です」と

いう放射能の専門家はその時にどんな責任を取れるというのでしょう。その子を持つ親は言葉で表せない

苦しみを負うしかないのかもしれません。 

 

 そうならないために、放射性物質を食べては

なりません。子どもに食べさせてはいけません。 

 

 自然放射性物質 カリウム 40 と 人工放射

性物質 セシウム 134、セシウム 137 は人体

にまったく違う影響を与えます。たとえ、ベク

レル数が同じでもです。そして、今回の 100 ベ

クレル／㎏という新基準は、食品中の放射性物

質を何も規制しないにも等しいのです。なぜな

ら、現在流通している野菜、肉、魚ではほとん



どが 100 ベクレル／ｋｇ以下だからです。しかし、毎日の食事で合計 10 ベクレル セシウム 134、137

を摂取しているとします。すると、700 日後（＝約 2 年後）には体内には 1400 ベクレルを越える セシ

ウム 134、137 が蓄積してしまいます。 

たった、1 日 10 ベクレル摂取しただけで、です。1 ㎏あたり 100 ベクレルの魚を 100ｇ食べただけで、10

ベクレル食べたことになります。最近ではアイナメ、ヤマメ、タケノコ、シイタケ、干し柿などが 100 ベ

クレル／㎏を越えたものが流通しています。 

 

ちなみに、4 月 1 日から新基準値が設定されると言うものの、牛の飼料がこれまで 300 ベクレル／㎏まで

ＯＫだった関係から、今年 9 月 30 日までは牛肉は 500 ベクレル／㎏までは規制されないことになってい

ます。大豆にいたっては今年 12 月 31 日まで 500 ベクレル／ｋｇ。トマトジュースやにんじんジュースは

今年 3 月 31 日製造分までは 200 ベクレル／ｋｇまでＯＫと厚生労働省は決めています。本当にうそが多

い国です。 

 

そして、これまでの放射性セシウムの暫定規制値が 500 ベクレル／ｋｇという「規制値」は、もし限度い

っぱい食べているとすると、17 ミリシーベルトに相当する、と厚生労働省も述べています。（2012 年 3 月

28 日 美浜の会のホームページ参照）しかし、今回の 100 ベクレル／ｋｇでは、ストロンチウムやプル

トニウムも含めて、1 ミリシーベルトに相当すると、彼らは言っています。 

 

しかし、これはうそです。政府や厚生労働省が放射線の人体に対する影響を評価する元になっているのが、

国際放射線防護委員会（ＩＣＲＰ）です。国際放射線防護委員会（ＩＣＲＰ）は、放射線に対する影響を

外部被ばく：内部被ばくを１：１としています。一方、欧州放射線リスク（ＥＣＲＲ）は、少なくとも、

１：３００。または１：１０００だと試算しています。 

 

つまり、１：３００だとすると、政府が決めた 4 月 1 日の新基準値による内部被ばくは 1 ミリシーベルト

なのではなく、最低 300 ミリシーベルトや最高 1000 ミリシーベルトに相当する可能性があります。 

 

100 ベクレル／ｋｇまで日本政府は食べさせようとしています。けっして食べてはなりません。 

 

子どもも大人も毎日の食事は 0 ベクレルであるべきです。



※資料※資料※資料※資料 3333：「内部被ばくを考える市民研究会」（：「内部被ばくを考える市民研究会」（：「内部被ばくを考える市民研究会」（：「内部被ばくを考える市民研究会」（2012/122012/122012/122012/12////23232323 記事）「きのこの原木の産地はどこか？」より記事）「きのこの原木の産地はどこか？」より記事）「きのこの原木の産地はどこか？」より記事）「きのこの原木の産地はどこか？」より 

http://www.radiationexposuresociety.com/archives/2350 

    

農林水産省が 2012 年 3 月 28 日「きのこ原木及び菌床用培地の当面の指標値の設定について 一部改正」

を通知しています。これによると、 

きのこ原木、菌床用培地等の当面の指標値（放射性セシウムの濃度の最大値） 

（１）きのこ原木及びほだ木 ５０ベクレル／ kg（乾重量） 

（２）菌床用培地及び菌床  ２００ベクレル／ kg（乾重量） 

までがＯＫということになっています。これまでは、 

（１）きのこ原木      １５０ベクレル／ kg（乾重量） 

（２）菌床用培地            １５０ベクレル／ kg（乾重量） 

までがＯＫになっていました。 

（農林水産省「きのこ原木及び菌床用培地の当面の指標値の設定について」2011 年 10 月 6 日） 

きのこが原木や菌床、ほだ木の放射性セシウムを濃縮する性質があるということを農林水産省は知らなか

ったのでしょうか？ 

  

また、福島県にだけ、「きのこ生産資材用のおが粉等並びに調理加熱用の薪及び木炭の安全確保の取組につ

いて」（2011 年 8 月 12 日）という通知を出し、原発事故による放射性物質がかかった可能性のある原木

やきのこ生産用のおが粉、並びに調理加熱用薪および木炭を使うのを自粛しろ、と言ってきました。 

  

東北、関東、東海にも放射性の汚染があります。福島県だけに通知を出したのは間違っています。埼玉県

でも鳩山町、ときがわ町、横瀬町、皆野町の野生きのこが基準値 100 ベクレル／ｋｇを超えています。東

北、関東、東海の地域でも原木やほだ木の放射性物質の濃度を検査する必要があります。 

 （※添付資料参照：埼玉県森林に自生する「野生きのこ」放射性物質モニタリング調査結果 20121109） 

  

また、中国・四国地方の原木栽培生しいたけが安全とは限りません。福島県は日本有数の農業国であり、

しいたけなどの原木の多くが福島県産です。「農林水産省 きのこ原木の調査状況 2012 年 8 月 17 日」

を見ると、島根県の原木は 99％島根県産で、1％が大分県ですが、広島県の原木は 82％が広島県産で、残

り 18％が他県。そのうちの 50％が島根県、34％が福島県、7％が宮崎県産です。徳島県の原木も 87％が

徳島県産ですが、残りの 13％の内、福島県産が 38％、香川県が 34％、愛媛県が 28％を占めます。 

  

東北、関東の原木にいたっては、8 割以上、自分の県産の原木を使っている県は岩手、宮城、福島、栃木、

群馬だけであり、これらの地域の森林の多くが高濃度に放射能に汚染されています。（岩手県は南部のみ）

他都県の東北、関東の原木は第 1 位に依存していたのが福島県産の原木です。原木栽培しいたけや、乾燥

しいたけは、東北、関東のみならず、原木の産地まで調べてみないと、その汚染度はわかりません。 

  

広島県三次市で生産された原木栽培生しいたけから 380ベクレル／㎏の放射性セシウムが検出されていま

す。（2012 年 7 月 31 日） 

（※添付資料参照：広島県 三次市で生産された生しいたけからの放射性セシウムの検出について） 

少なくとも学校給食には、原木の産地まで明記したきのこを出すべきです。 

（※添付資料参照：農林水産省 きのこ原木の調査状況 20120817） 
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これで安全ですか？給食大丈夫ですか？

2

0.5

90

50

10

10

10

40

300

ドイツガス水道協会

ウクライナ（セシウム137）

国際法　原発の排水基準 セシウム 137

日本の基準値（牛乳）セシウム

ＷＨＯ基準（ヨウ素131）

ＷＨＯ基準（セシウム 137）

ベラルーシ

国際法　原発の排水基準 ヨウ素 131

日本の基準値 セシウム

日本の基準値 ヨウ素 131

アメリカの法令基準 0.111

20ウクライナ（パン）

100コーデックス（Sr90,RU106,I129,I131,U235）

100日本の基準値 セシウム

50日本の基準値 (乳児・乳製品 )セシウム

370これまでの日本の輸入品規制値

170アメリカの法令基準

ベラルーシ（子供） 37

40ウクライナ（野菜）セシウム

2000日本の基準値 ヨウ素 131

※コーデックスは５核種合計値
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森林に自生する「野生きのこ」放射性物質モニタリング調査結果（Ｈ２４．１１．９現在）

番号 採取地 結果公表日 種類
Cs-134

摘要
Cs-137 Cs計

検査
方法

検査機関 備考

1 秩父市 2012/10/10 ウラベニホテイシメジ 15.2 42.6 58 Ge （一財）新日本検定協会SK横浜分析センター

2 秩父市 2012/10/12 ウラベニホテイシメジ 20.8 59.9 81 Ge （一財）新日本検定協会SK横浜分析センター

3 秩父市 2012/10/12 ウラベニホテイシメジ 5.26 8.76 14 Ge （一財）新日本検定協会SK横浜分析センター

4 秩父市 2012/10/12 ウラベニホテイシメジ <4.7※１ <4.7 － Ge （一財）新日本検定協会SK横浜分析センター

5 秩父市 2012/10/17 ウラベニホテイシメジ <7.3 <6.5 － Ge （一財）新日本検定協会SK横浜分析センター

6 秩父市 2012/10/19 ウラベニホテイシメジ <7.2 <7.2 － Ge （一財）新日本検定協会SK横浜分析センター

7 秩父市 2012/10/31 クリタケ 9.20 12.8 22 Ge （一財）新日本検定協会SK横浜分析センター

8 秩父市 2012/10/12 コムラサキシメジ <5.3 <5.4 － Ge （一財）新日本検定協会SK横浜分析センター

9 秩父市 2012/10/12 サクラシメジ <9.9 9.77 9.8 Ge （一財）新日本検定協会SK横浜分析センター

10 秩父市 2012/10/12 サクラシメジ 28.4 58.5 87 Ge （一財）新日本検定協会SK横浜分析センター

11 秩父市 2012/10/12 サクラシメジ <6.4 <6.3 － Ge （一財）新日本検定協会SK横浜分析センター

12 秩父市 2012/10/17 サクラシメジ 13.0 48.9 62 Ge （一財）新日本検定協会SK横浜分析センター

13 秩父市 2012/10/12 ナガエノスギタケ 4.56 14.4 19 Ge （一財）新日本検定協会SK横浜分析センター

14 秩父市 2012/10/31 ナラタケ <10 <8.3 － Ge （一財）新日本検定協会SK横浜分析センター

15 秩父市 2012/10/19 ハタケシメジ <8.4 <8.7 － Ge （一財）新日本検定協会SK横浜分析センター

16 秩父市 2012/10/31 ハタケシメジ <9.1 <7.9 － Ge （一財）新日本検定協会SK横浜分析センター

17 秩父市 2012/10/31 ヒメサクラシメジ <9.8 <8.5 － Ge （一財）新日本検定協会SK横浜分析センター

18 秩父市 2012/10/12 フジイロタケモドキ <5.8 8.64 8.6 Ge （一財）新日本検定協会SK横浜分析センター

19 秩父市 2012/10/12 フジイロタケモドキ 26.5 68.2 95 Ge （一財）新日本検定協会SK横浜分析センター

20 秩父市 2012/11/7 ムラサキシメジ 8.98 19.5 28 Ge （一財）新日本検定協会SK横浜分析センター

21 秩父市 2012/10/31 ムレオオフウセンタケ 21.6 57.9 80 Ge （一財）新日本検定協会SK横浜分析センター

22 秩父市 2012/10/31 ムレオオフウセンタケ <7.9 20.9 21 Ge （一財）新日本検定協会SK横浜分析センター

23 飯能市 2012/9/26 ウラベニホテイシメジ <9.5 <9.2 － Ge （一財）新日本検定協会SK横浜分析センター



森林に自生する「野生きのこ」放射性物質モニタリング調査結果（Ｈ２４．１１．９現在）

番号 採取地 結果公表日 種類
Cs-134

摘要
Cs-137 Cs計

検査
方法

検査機関 備考

24 鳩山町 2012/11/2 アカモミタケ 48.1 95.5 140 Ge （一財）新日本検定協会SK横浜分析センター 出荷制限※４

25 鳩山町 2012/11/9 アカモミタケ 67.3 145 210 Ge （一財）新日本検定協会SK横浜分析センター 出荷制限

26 鳩山町 2012/11/9 アカモミタケ 75.3 139 210 Ge （一財）新日本検定協会SK横浜分析センター 出荷制限

27 鳩山町 2012/11/9 アカモミタケ 37.6 57.8 95 Ge （一財）新日本検定協会SK横浜分析センター 出荷制限

28 ときがわ町 2012/10/26 アカモミタケ 69.1 138 210 Ge （一財）新日本検定協会SK横浜分析センター 出荷制限

29 ときがわ町 2012/10/26 アカモミタケ 73.4 139 210 Ge （一財）新日本検定協会SK横浜分析センター 出荷制限

30 ときがわ町 2012/10/26 アカモミタケ 86.0 139 230 Ge （一財）新日本検定協会SK横浜分析センター 出荷制限

31 ときがわ町 2012/10/5 ウラベニホテイシメジ <8.9 20.9 21 Ge （一財）新日本検定協会SK横浜分析センター 出荷制限

32 ときがわ町 2012/10/12 ナラタケ 20.1 29 49 Ge （一財）新日本検定協会SK横浜分析センター 出荷制限

33 ときがわ町 2012/10/17 ハタケシメジ <6.4 <5.8 － Ge （一財）新日本検定協会SK横浜分析センター 出荷制限

34 横瀬町 2012/10/31 アカモミタケ 50.7 105 160 Ge （一財）新日本検定協会SK横浜分析センター 出荷制限

35 横瀬町 2012/9/28 ウズハツ 75.6 165 240 Ge （一財）新日本検定協会SK横浜分析センター 出荷制限

36 横瀬町 2012/10/12 ウラベニホテイシメジ 16.2 50.9 67 Ge （一財）新日本検定協会SK横浜分析センター 出荷制限

37 横瀬町 2012/11/2 コウタケ 149 352 500 Ge （一財）新日本検定協会SK横浜分析センター 出荷制限

38 横瀬町 2012/9/28 サクラシメジ 16.8 46.9 64 Ge （一財）新日本検定協会SK横浜分析センター 出荷制限

39 横瀬町 2012/11/2 ナラタケモドキ <9.0 <8.2 － Ge （一財）新日本検定協会SK横浜分析センター 出荷制限

40 横瀬町 2012/10/12 ハタケシメジ <5.6 <5.2 － Ge （一財）新日本検定協会SK横浜分析センター 出荷制限

41 横瀬町 2012/10/17 ハタケシメジ <7.9 <8.6 － Ge （一財）新日本検定協会SK横浜分析センター 出荷制限

42 横瀬町 2012/10/31 ムレオオフウセンタケ 10.3 30.6 41 Ge （一財）新日本検定協会SK横浜分析センター 出荷制限

43 皆野町 2012/10/12 ウラベニホテイシメジ <7.4 27.2 27 Ge （一財）新日本検定協会SK横浜分析センター 出荷制限

44 皆野町 2012/10/12 ウラベニホテイシメジ <5.0 <6.4 － Ge （一財）新日本検定協会SK横浜分析センター 出荷制限

45 皆野町 2012/10/10 サクラシメジ 34.6 65.9 100※２ Ge （一財）新日本検定協会SK横浜分析センター 出荷制限

46 皆野町 2012/10/12 サクラシメジ 26.7 78.9 110 Ge （一財）新日本検定協会SK横浜分析センター 出荷制限



森林に自生する「野生きのこ」放射性物質モニタリング調査結果（Ｈ２４．１１．９現在）

番号 採取地 結果公表日 種類
Cs-134

摘要
Cs-137 Cs計

検査
方法

検査機関 備考

47 皆野町 2012/10/3 フジイロタケモドキ <8.1 24.7 25 Ge （一財）新日本検定協会SK横浜分析センター 出荷制限

48 皆野町 2012/10/12 フジイロタケモドキ 5.75 15.5 21 Ge （一財）新日本検定協会SK横浜分析センター 出荷制限

49 皆野町 2012/10/12 ムレオオフウセンタケ 13.2 31.2 44 Ge （一財）新日本検定協会SK横浜分析センター 出荷制限

50 長瀞町 2012/10/31 ウラベニホテイシメジ <10 31.7 32 Ge （一財）新日本検定協会SK横浜分析センター

51 長瀞町 2012/10/31 ハタケシメジ <7.8 <8.0 － Ge （一財）新日本検定協会SK横浜分析センター

52 小鹿野町 2012/10/5 ウラベニホテイシメジ <8.4 <9.2 － Ge （一財）新日本検定協会SK横浜分析センター

53 小鹿野町 2012/10/10 ウラベニホテイシメジ <9.3 <7.2 － Ge （一財）新日本検定協会SK横浜分析センター

54 小鹿野町 2012/10/3 サクラシメジ 7.56 9.11 17 Ge （一財）新日本検定協会SK横浜分析センター

55 小鹿野町 2012/10/5 サクラシメジ 7.00 15.6 23 Ge （一財）新日本検定協会SK横浜分析センター

56 小鹿野町 2012/10/12 ナガエノスギタケ <6.2 8.95 9.0 Ge （一財）新日本検定協会SK横浜分析センター

57 小鹿野町 2012/10/10 フジイロタケモドキ <9.0 18.2 18 Ge （一財）新日本検定協会SK横浜分析センター

58 小鹿野町 2012/10/10 ホウキタケ 13.4 38.5 52 Ge （一財）新日本検定協会SK横浜分析センター

※１　　「＜○．○」とは、検査機器で測定できる検出限界未満であることを示す。

※２　　調査結果のＣｓ合計は、左から３桁目を四捨五入し、左から２桁を有効数字として判定する
（食品中の放射性物質の試験方法について：平成２４年３月１５日付　厚生労働省通知）
【例：５７．８Bq/kg→５８Bq/kg、１０４Bq/kg→１００Bq/kg、１０５Bq/kg→１１０Bq/kg】

※３　　検査方法のＧｅはゲルマニウム半導体ガンマ線スペクトロメータによる検査であることを示す。

※４ 　鳩山町、ときがわ町、横瀬町及び皆野町は基準値を超える野生きのこが検出されたため、
国の指示により、当分の間、出荷が制限されています。
　H24. 9.28 横瀬町：県の出荷自粛要請
　H24.10.12 皆野町：県の出荷自粛要請
　H24.10.16 横瀬町及び皆野町：国の出荷制限指示
　H24.10.26 ときがわ町：県の出荷自粛要請
　H24.10.29 ときがわ町：国の出荷制限指示
　H24.11. 2 鳩山町：県の出荷自粛要請
　H24.11. 5 鳩山町：県の出荷制限指示







（別添）






















